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           和歌山大学附属図書館メールマガジン 

                              第 11 号 

                              平成 20 年 5 月 15 日  
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☆ 図書館からのお知らせ 

＝開館時間＝ 

   平 日   9：00～20：30 

   土曜日   10：00～17：00 

   日曜日   10：00～16：00 
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☆ 日曜日開館のお知らせ 

  日曜日開館を原則として毎月第 2・4日曜日に実施することになりました。 

  開館日については、ホームページのカレンダーをご覧ください。 

  アドレスは、http://www.lib.wakayama-u.ac.jp/ です。 

サービス内容は、以下のとおりです。 

 資料（図書・雑誌）の閲覧 

図書の貸出・返却（当館利用証をお持ちの方） 

  マルチメディア資料（DVD 資料）の館内での視聴（利用証が必要） 

  利用証の申込み（身分を証明するものを持参ください。） 
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☆ 図書館ガイダンスの開催 
新入生のための図書館ガイダンスを平成 20 年 4 月 9 日（水）～4 月 28 日（月）まで

実施しました。 
 また、基礎教養セミナー等授業でもガイダンスを実施しました。 
 
 
 
 
 
  
 
 【ガイダンス風景】 

ガイダンス（図書館ツアー）は、希

望者があれば行います。前期授業期

間中、カウンターで申込みをしてく

ださい。 
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☆ 和雑誌の論文を探そう！ 

  ある著者のある論文が、どの雑誌の何巻何号何ページに掲載されているかを調べるた
めのツール「ＮＤＬ－ＯＰＡＣ（雑誌記事索引）」を使ってみましょう。 
ＮＤＬ－ＯＰＡＣは、国立国会図書館に納本された学術雑誌、大学紀要等約 17,894 誌

（2008 年 1 月現在）を収録対象とした国内の代表的な学術雑誌論文記事のデータベース
です。 
図書館のホームページから「蔵書検索」をクリックし、さらに「ＮＤＬ－ＯＰＡＣ」

をクリックして、さらに「雑誌記事索引の検索／申込」をクリックすると「雑誌記事索
引検索画面」が表示されます。 
以下、雑誌論文の検索の流れです。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【国立国会図書館蔵書検索】 

雑誌記事索引検索画面 

「雑誌記事索引の検索/申込」
をクリックする。 

「ＮＤＬ－ＯＰＡＣ」を
クリックする。

・検索語を入力します。 
・項目内の検索語のＡＮＤ検索

は空白を入れます。 

「検索」をクリックします。

 ここをクリック
する。 

【検索結果表示画面】 

【図書館のホームページ】 



- 3 - 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 このＮＤＬ－ＯＰＡＣ（雑誌記事索引）は、無料で公開されていますので、インター

ネットに接続しているパソコンがあれば、いつでもどこからでも検索できます。 
 

「雑誌記事索引」以外で和雑誌論文を探すには、以下のツールがあります。 
○『CiNii [サイニイ] （NII 論文情報ナビゲータ）』 

   国内の大学等で発行している紀要に収録されている論文や、日本の学会等が発行す

る学術雑誌に収録されている論文などを検索し、検索した論文の引用情報をたどった

り、本文を参照したりすることができます。 
 利用するには、図書館のホームページから「電子ジャーナル・DB」をクリックして、

データベースのところの「CiNii」をクリックしてください。（和歌山大学構内に設置し

ているパソコンであれば検索できます。） 
 
○『大宅壮一文庫雑誌記事索引総目録（請求記号 027||5||Oo）』 

   この冊子体目録（参考図書）は、大衆誌、週刊誌など、大宅壮一文庫が所蔵する約

2000 種の雑誌の記事を選択的に採録し、人名編、件名編に分けて収録したもので、「雑

誌記事索引」の収録対象外の雑誌論文の検索に欠かせません。 
1 階参考図書コーナーに配架しています。 

読みたい資料の行
をクリックします。 

読みたいものがみつかれ
ば、論文名、著者名、掲
載雑誌名、巻、号、 
ＩＳＳＮ、ページ数を必
ずメモしましょう！ 
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☆ 「フランス国立図書館訪問記」 

 

筆者がフランス国立図書館を訪問したのは 2005 年 10 月。関連法の改正が行われたばか

りのフランスにおける障害児教育の動向調査を目的として、筆者は同行者 2 名（うち 1 名

は学生）とともに、パリ 13 区のイタリア広場にあるホテルに滞在しました。ところが、ち

ょうど地下鉄・バスのストライキに遭遇、そのため予定が大幅に変更、そこで、キャンセ

ルとなった学校訪問の時間を利用し、イタリア広場からほど近い国立図書館へ。「国立図

書館はこのあたりにあるはず…」というところで路線バスを下車。比較的新しい住宅街を

歩き、道行く人に「国立図書館はどこですか？」と尋ねました。最初に声をかけた中東系

の男性２人は「国立図書館？さあ、知らないなあ」。次に声をかけたのはこの辺の住民と

いう感じの、フランスパンを小脇に抱えた白人の男性。彼は上方を指さして「あそこだよ」。

見上げると確かに大きな新しいビルが…。しかし、姿は見えるけどなかなかたどり着かな

い…そう、建物が大きいから近く感じられたけど、実際は結構距離があったのです。 

  フランス国立図書館(Bibliotheque nationale de Fance. Francois-Mitterand Library)は、セーヌ

川をはさんでベルシー公園の対岸に位置しています（トルビアック地区。パリ 13 区）。こ

の図書館は、４つのタワーに分かれ、それぞれ「フランソワ・ミッテラン館」、「ジャン・

ヴィエール館」、「アルスナル館」、「オペラ座館」と呼ばれます（ちなみに旧館は「リ

シュリュー館」）。そして、パレ・ロワイヤル(parais Royal)そばのリシュリュー通り（パ

リ２区）にある旧館からの移管分も含め、蔵書数は 1000 万冊以上といわれ、世界最大級の

図書館です。これらトルビアック地区の図書館は、リシュリュー館の狭隘化に対応すべく、

フランソワ・ミッテラン元大統領(1916-1996)によるパリ大改造計画の一環として建築され

たといいます。 

 さて、やっと国立図書館にたどりついたものの、４つの巨大タワーの足元で利用案内板

を見てみても入り口がよくわかりません。それは、建物と建物の間の距離が離れているた

め、４つの建物の位置関係を理解するのが大変で、どの案内板がどの建物について説明し

ているのかがわかるまでに時間を有したためでした。私たちはとりあえず学生らしき男性

のあとについて入り口らしき所までたどり着くことができました。しかし、そこから先へ、

つまり入館するためには、受付にて規定の料金を支払わなければなりません。これは日本

の公立図書館の利用方法とは異なるところです。そこで、私たちは１日パスを購入（確か

２～３ユーロ）しゲートを通って入場しました。パスには一般用の他に割安な学生用（18-25
歳）があります。ちなみにフランス国立図書館のホームページによれば、現在、１日パス

（3.3 ユーロ）の他に３日間パス（７ユーロ）、15 日間パス（35 ユーロ。学割では 18 ユー

ロ）、年間パス（53 ユーロ。学割では 27 ユーロ）となっています。これらのパスを使って、

一般用の閲覧室（座席自由）、研究者用の閲覧室（座席指定）も利用することができます。

図書の閲覧については、開架図書であれば自分で探して閲覧室で自由に読むことができま

す。 
 案内表示はあるものの、巨大なタワーの中で目的の分野の図書までたどり着くのはなか

なか大変でした。まずエレベーターを使って（1 階が０階であるということを忘れずに）目

的の階へ行き、そこから自分が見たい図書を探します。私たちは、教育・心理学分野のコ

ーナーで私たちの研究に関係する図書を閲覧し、そのうちの何冊かは後でカルチェラタン

の本屋さん（フナック）で購入しました。当たり前のことですが、閲覧室ではおしゃべり

は厳禁。学生らしき若者の姿も多く目につきました。 

 学生のみなさん、もしパリへ行く機会があればぜひフランス国立図書館へ行ってみてく

ださい。日本の国会図書館などとはまた違った雰囲気・利用方法を知ることができます。 

 

                       （教育学部准教授 山崎 由可里） 
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☆貴重資料の紹介 

「カール・マルクス『資本論』初版本」について 

本館所蔵『資本論』は、昭和43年3月日本書籍貿易会社を通して、ミュンヘンのTheodor 

Ackermann（デオドール アッカーマン）社の古書店から『資本論』全 3巻（4 冊）の初版

本と第 1巻 2 版、4版さらに第 2巻 2 版の計 7冊セットを購入したものです。 

 『資本論』は、1867 年に第１巻が初めて刊行（初版本）され、1885 年に第 2 巻が、

1894 年に第 3 巻が公刊されました。『資本論』の全 3巻のうち、マルクス自身で出した

のは第１巻のみで、第 2 巻（1885 年初版）、第 3巻（1894 年初版）については、エンゲ

ルスがマルクス死後、マルクスの遺稿をもとにその原稿を整理編纂したものです。第１

巻第 2版は、マルクスにより初版の章別を篇別に改訂され、特に第 1 章を大幅に書き改

めて 1873 年に刊行されました。第１巻の第 3 版および第 4 版については、エンゲルス

の手によるものです。 

 『資本論』第 1 巻初版本は、布製の背表紙で背文字も入っています。また、蔵書者名

が扉その他に記されてあり、ひとつはドイツ語で「ゲオルグ・ヴューツ(Georg 

Vuits)1882 年 5 月」とインク書きが、もうひとつはセルビア語で「ジューラ・ヴイチ」

の蔵書印がみられます。 

 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

 
 

 
  

マルクス『資本論』第 1巻初版本 

（和歌山大学附属図書館所蔵） 
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☆「コーナー」の紹介  

  今回紹介するコーナーは、「自習コーナー」です。      

  自習コーナーは、2階閲覧室の開架図書コーナーの奥にあります。ここには、個別に学

習できる机を 20 卓備えており、そのうち５卓は、それぞれパソコンが設置され、インタ

ーネットはもちろん、ワード、エクセル、パワーポイントが利用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2 階閲覧室配置図】 
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☆ 第２回ライブラリー・コンサートのお知らせ 

  附属図書館の１階において、下記のとおりライブラリー・コンサートを開催いたしま

す。お昼のひととき、生演奏を楽しみください。 
 
  開催日：平成 20 年 5 月 28 日（水） 
  時 間：12：30～13：00 
  場 所：附属図書館 1 階・展示・掲示コーナー 
  内 容：生演奏（3～5 曲） 

                            

 
 

 

                          

 

 

      【第 1回のコンサート模様】 

 

階段 

階段 
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☆ 新着図書情報 

   他 693 冊入りました。 

 

 

 

 

 

//編集後記//-------------------------------------------------------------------- 

 新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。図書館では、親しみやすい図書館を目

指して、皆様とのコミュニケーションを図っていきたいと思っています。どんな些細なこ

とでも結構ですのでご質問、お問合せ、ご感想等を下記アドレスまでお寄せください。よ

ろしくお願いいたします。（スタッフ一同） 

******************************************************************************** 

編集・発行：和歌山大学附属図書館 

    TEL：073-457-7903                   

    FAX：073-457-7919 

    e-mail：unyo@center.wakayama-u.ac.jp 

******************************************************************************** 

書 名 著 者 出版社 

国際化時代の地域経済学 岡田知弘 [ほか] 著 有斐閣 

内務省の社会史 副田義也 東京大学出版会 

日本のファッション 城一夫, 渡辺直樹著 青幻舎 

社会を越える社会学 ジョン・アーリ [著] 法政大学出版局 

失われた景観 松原隆一郎 PHP 研究所 

世界の地図を旅しよう 今尾恵介 白水社 

地域共生の都市計画 三村浩史 学芸出版社 

インシテミル 米澤穂信著 文藝春秋 

ブランドのデザイン 川島蓉子 弘文堂 

国語・日本語教育基礎論研究 村井万里子著 溪水社 

観光実務ハンドブック 日本観光協会編 丸善 

観光デザイン学の創造 桑田政美編 世界思想社 

にぎやかな外国語の世界 黒田龍之助 白水社 

日経五つ星の美術館 日本経済新聞社編 日本経済新聞社 

女子と鉄道 酒井順子著 光文社 

小説学校をつくろう 白石良 元就出版社 


